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まえがき

朝鮮民主主義人民共和国において経済改革が実施されていること、そしてこれが

この国の社会主義経済に大きな変化をもたらしつつあることはすでに多くの報道機

関によって伝えられている。しかし、伝達される情報の多くは断片的な現象を伝え

るものに過ぎず、この経済改革が如何にして開始されたか、如何なる方針の下に行

われているのかといったことは明らかにされていない。

本報告書は平成１６（２００４）年度機動研究「朝鮮民主主義人民共和国の経済改革

の現状と展望」研究会（主査：中川雅彦）における成果である。目下、日朝間では

拉致問題および核問題が最大の懸案となっており、未だ解決の目途が立っていない

ことは周知のとおりである。ただし、これらの困難な問題が解決されれば、その次

の段階として、国交正常化交渉が１９９１年に始まった当初から議題の一つに挙げら

れていた経済問題が討議されることになる。これまでこの問題に関しては、２００２

年に平壌で行われた小泉純一郎総理と金正日国防委員会委員長との会談で、双方が

それぞれの財産請求権を放棄したうえで経済協力をするという方式で解決するとい

う原則が定められたのみである。この研究会は、将来的に日朝間で経済問題が討議

されるようになる場合に備えて、朝鮮側の基本的な経済状況を把握しておくことが

必要であるとの認識から始まった。経済全般に大きな変化をもたらしつつある経済

改革が進行中である以上、この経済改革のプロセスを解明することは経済状況を把

握するための必須の作業であり、本報告書の目的はまさに経済改革のプロセスの解

明とその展望にある。

本報告書は、同国における最近の経済改革についてその起源や、国家予算、工

業、農業等における進捗状況を分析したものと、今後の進展状況に大きな影響を与

える力を持つ他の国々との関係を調査したものによって構成されている。とくに経

済状況に関する分析においては、政府の公式発表および国際機関への報告、現地研

究者による学術論文、国際機関による現地調査といった現地を発信源とする一次資

料の分析に力が注がれている。執筆には、最近（２００４年８月）に訪朝して、同地

の研究者との接触を持った２名の在日朝鮮人研究者も参加している。また、平壌に

あるロシア大使館での勤務経験を持つアカデミーの研究者と南北関係に明るい韓国

の研究者も原稿を寄せている。

２００５年１月

中川雅彦
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